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日本金属学会会報の通称が“まてりあ”に代わってからも

う30年弱である(1994年～2022年現在)．今回紹介するのは

「金属学の進歩と本誌」金属学会会報 1 巻(1962年)であり，

紹介するにあたり原文をオンライン上でダウンロードしてみ

た．現在ではオンラインでダウンロードして様々な記事を閲

覧でき，とても便利な環境になったと思うし，それは日常で

もインターネット上で検索すれば，ほぼほぼ検索ワードがヒ

ットしないことが無いことからも感じている．一方で，「辞

書は手で引きなさい」と言われた人は多いのではないだろう

か．私もその一人で，辞書は手で引くことで周辺の情報も頭

の中に入ってくることの重要性も理解している．「まてりあ」

は毎回雑誌として送られてくるので，一目通すだけでも新た

な情報が手に入れられ，本当にありがたい存在であることを

実感している．

さて，紹介記事のダウンロードの話に戻るが，紹介記事は

談話室となっており，いくつかのページにまたがって掲載さ

れている(p. 28, 44)．併載記事のタイトルは「爆発加工｣(1)

と「鋳鉄の黒鉛組織を変ぼうさせるものは何か｣(2)となって

おり，これもまた目を引くタイトルである．紹介記事内で

は，技術進歩による高純度化や耐熱材料の進化について紹介

されており，多岐にわたって進歩，進化する技術に対して研

究者間で連携し，データや事象を検討する必要があると述べ

られている．他にも細分化する研究分野となる一方，研究に

対しては，概括をもっておく必要があることも提言されてい

る．自身の研究を概括するには，周辺の状況や技術について

も知っておく必要があり，それが紹介記事内でも書かれてい

る「研究者間の連携」にもつながるかと思う．耐熱材料につ

いても最近では，「Anelasticity induced by AC flash process-

ing of cubic zirconia｣(3)のように電気エネルギーを利用した

セラミック材料の機械的性質の変化(通電することで弾性率

が低下するとのこと)について成果発表が報じられたりと，

常に新たな情報を手に入れつつ古くからある技術や情報につ

いても注視しなければならないことを日々痛感させられる．

前半記事「爆発加工」では超高圧，高速状態での成型方法に

ついて広くまとめられており，記事内でも言及されている耐

熱材料の加工法として当時普及してきたアーク溶解法や電子

ビーム溶解法について触れられ，記事をめくっているだけで

も面白いと感じるであろう．また，後半の「鋳鉄の黒鉛組織

を変ぼうさせるものは何か」についても“あぁ，確かにそう

やって組織が形成されることは習ったなぁ”と多くの方が感

じるかと思う．学生にとっても研究者にとっても古い会報を

手に取ることは，自身の研究を概括する上で大切な一時にな

るのではないだろうか．

読者にはオンラインでも過去の「まてりあ」の記事は手に

入る環境にあるので，今回紹介した談話室の話だけでなく，

タイトルを見て気になった記事も手に取ってみてはどうだろ

うか．
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